




















































































































































































































動詞 起視点 用例 週点祖 1N例 到請祖 1Ⅱ例
来
Uｕ上京来
来目北京
圦送条路米
|●○ 来（上海）
到上海来
圦迭茶路去
圦迪条路lIIl家
上[｣Ｉ
圦迪余路上山
○ 去（上海）
到上海去
○ 回家
○ 上本
回到家
上到牟上
下
下 ○ 下卒
圦牟上下去
△ 
圦迭型下水
ﾄﾞｕｌ 
圦迭条路下山
近
圦ﾀﾄ面逃去
△ 近、
圦一号｢]近
,○ 逃教室 逃到教室型
出 ○｜出教室
圦教室里１１１去
△出｢］
圦一号｢]出
辻’ ○ 泣析
ＡｌＷｉ｣二辻
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他圦教室型出来了。／彼は教室の中から出てきた。
他圦牟上下来了。／彼は電車から降りてきた。
他圦枅上述去了。／彼は橋を渡っていった。
の文中に表れた場所は結局、
他出了教室。
他下牢了。
他泣枅了。
の文中に表れた場所と同じ、起点か通過点を示しただけで、新たな軌跡の提供
はない。
「来」や「夫」に先んじて使われた「到」の文もそうである。
他去学校了。
他到学校去了。
という二つの文の意味は同じである。後者は「到」を増したが、しかし移動軌
跡を迫力Ⅱしたわけではないｃ
注意すべきは移動動詞の後につく「到」は、「へ」ではなく、「到着する」「ま
で」の意味になる。この「到」を移動動詞としてとらえる意見もあるが(3)、本
稿ではそういう見方はとらない。
Ｌ移動様態
動物である動作主の移動は動作主の意思による行為であり、動作主の身体能
力の表れでもある。その意思や能力によってさまざまな移動様態が表れる。中
国語の中には「定／歩く」「鉋／走る」「跳／跳ぶ」「と／飛ぶ」「爬／這う」「瀞
／泳ぐ」など、いろいろな角度から移動様態を描く動詞がある。これらの動詞
を本稿では移動様態動詞と称する。
ただ移動はあくまでも、移動しうる能力でなく移動した確たる結果である。
例えば
他走得恨快。／彼は歩くのが早い。
という文は、「彼は歩くのが早い」という意味で、その人の「歩く」という移動
方法を使って移動するときの能力を表現したもので直接に移動を表現したもの
とは言いがたい。
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２．方向付け
移動様態動詞は方向性を包入しない。移動を表現するために、方向性つまり
移動目標を明らかにするのが一つの方法である。例えば、
圦里往外走。／中から外へ行く。
孔雀朝南－K。／孔雀は南へ飛んでいく。
走向何処？／何処へ行く。
のように、「性」「朝」「向」などの語彙の力を借りて「歩く」や「飛ぶ」を移動
させた。
面白いことに「向」「朝」などは、実は方向性をもつが、移動性をもっていな
い動詞だった｡(9)
棯口liil着唯？／銃口を誰に向けるか。
迫十島|fi]朝南。／この部屋は南向きだ。
しかし、方向詞として到着点を導き、移動様態動詞を助ければ､文全体が移
動表現になる。
３．移動動詞との結合
次のように
他鉋出教室去了。／彼は走って教室を出ていったｃ
移動様態動詞を移動動詞の前において移動を表現するパターンは中国語の中で
は多い。
さらに「圦」または「向」などの語彙を借りれば、軌跡の表現を拡張するこ
ともできる。
他圦学校何卒姑胞去。／彼は学校から駅へ走っていった。
圦対面走辻来一十人。／向こうから一人がやってきた。
４．移動様態動詞の両面性：移動様態を描く側面と移動を描く似1面
ここではとくに「近」と「走」の二つの動詞をとりあげて見たい。
筆者は、「近」という動詞に非常に興味がある。上文ではすでに「入る」の意
味をもつ移動動詞「近」を見てきたが､到着点或いは主観移動動詞が後続しな
ければ「近」は「進む」の意味になる。実際、現代中国語の中では、「進む」の
｢近」は使い方がかなり限られている。例えば、
不遜HlI退。／前進しないと後退することになる。
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逃一歩，退阿歩。／一歩進んで二歩後退した。
向前近。／前へ進む。
棋撤上虹牢向前近了一歩。／轆上では赤方の「車」は前へ－歩進んだ。
熟語なら数は少なくない。動作主の移動を表現するものだけでも「前逃／前
進する」「挺近／挺進する」「逃歩／進歩する」「行逃／行進する」「南逃／南へ
進む」「井近／一緒に進む」などがある。
普通はこの「近」を「前へ移動する」と定義してある。それに関して筆者の
もつイメージはいささか異なる。そもそも「前」を決める基準は何かを問わな
ければならない。筆者は移動体の向き（移動の向きではない）に注目し、「移動
体が起点を背にして離れていく」という言葉で「近」を描きたい。上下する意
味をもつ「上」と「下」は自然界の天地というような客観的な参照物を基準と
し、出入りする意味をもつ「近」と「出」は「内」となる場所というような客
観的な参照物を基準としている。しかし「進む」意味をもつ「近」は、移動体
を基準にし、移動体が移動方向に顔を向けて移動するところから、前へ進むと
いう結果になったわけなのだ。そういう意味で「近」ははっきりした方向性を
もっているとはいえない。移動の起点があっても方向性を持たないという点で
他の移動様態動詞と変わらない。
よく考えたら､移動体が移動方向に顔を|可けて移動するのは極普通で或いは
正常な移動姿勢(様態）というほかない。あえてその様態を表現するのが｢近」
である。あまりにも当たり前のことしか表さないために、他のさまざまな特徴
のある移動様態動詞より使い道が狭まったのではないかと思われる。
一方で「近」はまぎれなく移動性を有している。そのためか他の移動様態動
詞のように移動動詞と組むことはできない。
ついでに、「退く」の意味をもつ動詞「迫」を確認してみよう。
上述した「近」についての私見をうけて、「退」は、起点に顔を向け移動方向
に背を向けての移動と定義することができよう。しかしながら「退」は完全に
｢近」の反対語にはなっていない。普通の移動様態を表す｢近」に対し、「退｣の
移動姿勢（様態）は明らかに普通ではない。そのために「退」のもつ移動様態
の側面が非常に大きく働いており、｢逃」と違ってほとんどの移動動詞と組み合
わせることができる。
次に「走」を見てみよう。実は「歩く」という移動様態を表す「走」は用法
によって移動の側面が大きく作用する場合もある。
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客人走了。／お客ざんは帰りました。
巷蝿-K走了。／ハエは飛んでしまったｃ
小愉逃走了。／泥棒は逃げた。
ここの「走」はみな、ある場所を離れるという移動の意味をもっている。こ
の場所は移動の起点と見なしてもよいが、方向性は示されていない。
それは「歩く」はあまりにも一般的な移動様態を表しているから、様態のｉＭ
面が埋没され､＜出発型＞としてのIl1IHiiが突出されたことに起因するのかもし
れない。
ほかに「鉋」「~ＫＪのような移動様態動詞も、「定」の使い11'扇には及ばないが、
方向性のないく出発型＞移動動詞として使える。例えば、
免子胞了。／ウサギは逃げた。
故人逃鉋了。／敵は逃げてしまった。
小島~K了。／小鳥は飛んでいったｃ
1．移動距離
移動様態動詞を用いた文は､移動距離を補えば､移動した事実を伝えること
ができる。
他走了両歩。／彼は二歩歩いた。
達文叺伍逃了近公里。／この部隊は五キロ進んだ。
移動動詞を用いた文は、移動軌跡を記すことを特徴とし、並びに移動距離を
表すことはできない。
２．移動時間
移動時間の表現も距離の場合に似ている。
他（走路）走了阿十小'1;I.。／彼は二時間歩いた。
他読了半天。／彼は長いこと泳いだ。
のように、移動様態動詞は時間を後続させることができる。よって移動したこ
とを表現する。
移動動詞の場合はどうだろう。確かに移動動詞を用いた文では時間を補述す
ることができるが、しかしその時llMは移動にかかった時間ではなく、移動終了
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時から話者が発話する現在までの時間である。
ｌｊｌｊ↑留学生来丁三/Ｈ１丁。／あの留学生が来てからもう三ケ月になる。
他出｢]十分判]了。／彼は出かけてからもう十分経った。
他下去（／下多）人年「。／彼は田舎に行って八年になる。
ほんとうに移動時間を表現したければ「用」などを(|ｻﾞI)て別の動詞句をつく
らなければならない。
昨犬去他家用了一イー半小||↑。／昨日彼の家にｲj〈には一時間半かかった。
また「離れる」という意味としての「だ」などをⅢ|いた文の'二|｣で補述される
Ⅱ柵も移動終了時から発話時までの時間である。
他走了（／高升迭Ｌｌｌ）|Ｍ１/Ｍ､肘「。／彼はここを雛ﾉしてからもう二時'111
経った二
四
移動軌跡の一点を補述できることは、中国語の移JMI動詞の特徴である。そ
の一点の位置によって､移11ilHli1I詞はく到着型＞とく１１１発型＞とく通過型＞に
分けられる。その一点を顕ｲlﾐ化するのが移動表現の原11Ｉとなるが、「圦」のよ
うな語彙を加えれば､＜到論型＞移動動詞を１１]いた文なら移動軌跡を拡張表
現できる。
＜通過型＞以外の移動勅ｉｉｉ１は方向性を包入している。そのなかで「来」と
｢去」はその方向Ⅱ§が話者の視点を基準にする。もし「来」と「去」を主観移
動動詞と称すれば他の移動動詞を客観移動動詞と称することができよう。１弍
観移動動詞を客観移動動詞の後につけて複合することができる。
移動動詞を11]いた移動表現は、一瞬の現象としてとらえられている。そこ
にはもはや移動の距離や時IiHの表現が入る余地はあるまい。
実際、移動動詞の|iiiに移動様態を描く動詞を置いて表現するパターンは多
い｡一万で移動様態動詞も移動を表現するために移動動詞と組まなければなら
ない｡なぜならば､移動様態動詞は移動軌跡もﾉjliTI性も包人していないからで
ある。
移動様態動詞を１１】いた文で、「|向I」のようなﾊﾟ({雄をⅢⅡえて到着点（方向）を
|ﾘj雌にし､或いは移動Mli雛か時間を補わせることによって移動を表現すること
もできる。
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移動様態動詞は、移動能力を潜めているからこそ移動表現を可能にすると
いう見地から､動詞の移lIi1l様態としての側面だけでなく、移動としての側而に
も気を配りながらおのおのの動詞を上手に使わなければならない。
《注》
（１）’１１|正|では普j、「趨Iｲﾘﾄﾞili譜」という術語を１１ｌいる。「超liﾘ」は「ﾉｱ向」の意Ⅱ/|tをもつ名
詞である同時に、「～にｌｉ１かって移1Ii11する」という趣味をもつ動詞でもある｡
（２）１１]111茂範・松本'１１Ｗ「窯lIlIと移動の表現」（[I英語比Ilik進iili:⑥）ｌ２８Ｐ、］997、研究}l：
111版。筆者はこの本から多くのヒントを得ている。
（３）「澗逃」の原形は「iililI;近来」か「溝祢逃去」であろうと考えられる。
（４）１１１国語のテキストはほとんど例外なく「jﾐt」を刀1,1ﾄﾞIli謡（動詞）としてとらえてい
る書
（５）移動動詞「1寺」はくiiI淵illU＞とく出発型＞との二つのタイプがあるご「}11」はく(11発
型＞のみであるが、ただ到満点をとる「出台／篭場する」「出場／出場する、篭場す
る」のような,lflJll語なら艦二1二ある。
（６）文尾の「来」「去」を趣|､]助詞と名づける意見は1Mjからあった．鯵棉安ri又澗的濡又
詰物和朴濡形式』（1,9()、ｌｪ糊外語教育M1版社）をご参照。
（７）「蕊辻」「圦」艇ぴ1`・文で移動様態動詞を論ずるときにとりあげた「向」などは緋j､、
iiii低調と11lbばれる。ただ縦滑はiii概詞を先導動詞の－．櫛としてとらえている。iii樅細は
イ''１橘「反ﾈI1i語論一先導lIi1j調の提l渦一」（｢法政大学教鎚部紀饗」第103号、191ユユ）を
ご参照。
（８）例えば、劉月蛎主編「遣Ihlﾈﾄ矯通稗」（]９９８，北〕i(iM蒜文化k学１１}販社）では「到」
を方向補語（動詞）としてとらえている。
（９）「柱｣は移動性をもつ勅詞と認められるが、しかし現代I他|研の中で用例は極めて少
ない。例えば「来往／１１米する」「入来人性／人が行き来する」「前往／赴く」などで
ある。
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